
 

 

東南極のリュツォ・ホルム岩体を含む世界の大陸衝突型造山帯に産出するグラニュライトに 
見出された「珪長岩包有物」の造構論的意味 
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Felsite inclusions (= felsic-volcanic-rock-like inclusions) have been revealed to occur within garnet in lower-crustal granulites 
of various geologic ages ranging from Early Proterozoic to Middle Paleozoic and wide global distribution, including the Latest 
Proterozoic-Early Paleozoic Lützow-Holm Complex of East Antarctica. The well-preserved textures of felsite inclusions are 
indicative of melts formed by anatexis during high-pressure and high-temperature metamorphism, crystallization under far-
from-equilibrium conditions (at >50 °C undercooling) and subsequent rapid cooling. We hypothesize that in continental 
collision orogens lower-crustal rocks ascend to upper-crustal conditions episodically along discrete high-strain zones and cool 
as fast as some felsic magmas. This conclusion sheds new light on the debate regarding the deep crustal processes and 
necessitates changes to fundamental beliefs about exhumation rates based on rates of plate convergence (1-10 cm/year). 
 
ザクロ石結晶中の「珪長岩包有物（以前は、珪長質火山岩様包有物と呼んだ）(felsite inclusion)」が、原生代初

期以降の世界各地の大陸衝突型造山帯に産出する各種グラニュライト中に出現することが明らかになってきた(図

１)。南極では、これまで、リュツォ・ホルム岩体の高温部（Skallevikhalsen と Rundvågshetta）で確認されていた

が、新たに西オングル島の砂泥質片麻岩（Sp. YH81012803 および YH81012807）中のザクロ石結晶中にも確認され

た（図２、３）。 

「珪長岩包有物」は、高温・高圧変成

作用時に岩石が部分融解することによ

って生成したメルトがザクロ石中にト

ラップされ、その後、50℃以上の過冷

却度で固結したもので、その急冷組織

がよく保存されており、母岩の高度変

成岩類が地下深部から急速に上昇・冷

却したことを示唆する。現在進行中の

大陸衝突型造山帯であるヒマラヤ‐チ

ベット地域の地質学的・地球物理学的

な研究から、「チャネル流動 (channel 
flow)」モデルが提唱されているが、そ

れには異論がないわけではない。東西

ゴンドワナ大陸の衝突・縫合帯中でリ

ュツォ・ホルム岩体に隣接する位置に

あったスリランカでは、特定の構造的
図１．世界各地の大陸衝突型造山帯で産出が確認された「珪長岩包有物」 



 

 

位置にあるグラニュライト中に「珪長岩包有物」が産出する

ことが明らかになり、それは「チャネル流動」モデルに整合

的であるばかりでなく、むしろ地質学的にはその典型例とい

えるかもしれない（Hiroi et al., 投稿中）。 

リュツォ・ホルム岩体における「珪長岩包有物」の産出状

況からは、もっと局所的な造構論的意味を考察する。新たに

「珪長岩包有物」が確認された西オングル島産の砂泥質片麻

岩（Sp. YH81012803）からはジルコンが分離され、SHRIMP 
による年代測定が行なわれている（Shiraishi et al., 1994, 2003）。

それによると、510-550 Maの変成年代値と 2400-2700 Ma の

「保存」年代値が得られるが、1000 Ma 前後の「保存」年代

値は得られない。これは Skallevikhalsen や Rundvågshetta の岩

石に類似した特徴である。一方、Skarvsnes の岩石からは古く

とも 1000-1100 Ma 程度の「保存」年代値が得られるだけであ

ることから、Skarvsnes と Skallen との間に古い地質境界が想

定されることもあるが、その種の考察を行うにはまだデータ

が著しく不足しているのが現状であろう。 
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図２．リュツォ・ホルム岩体で「珪長岩包有物」の
産出が確認された地域と試料番号 

図３．西オングル島で新たに産出が

確認された「珪長岩包有物」 


